










《信用金庫法に基づく記載事項一覧》
このディスクロージャー誌は、信用金庫法第 89条（銀行法第21条準用）に基づき作成しております。その記載事項は下記のページに掲載しております。

単体ベースのディスクロージャー項目（信用金庫法施行規則第132条等における規定）

1 金庫の概況及び組織に関する事項

　（1）事業の組織 27 P

　（2）理事及び監事の氏名及び役職名 27 P

　（3）会計監査法人の氏名または名称 32 P

　（4）事務所の名称及び所在地 61～63 P

2 金庫の主要な事業の内容 30 P

3 金庫の主要な事業に関する事項

　（1）直近の事業年度における事業概況 15～16 P

　（2）直近の5事業年度における主要な事業の状況を示す指標として次に掲げる事項

　　　  漓経常収益 35 P

　　　  滷経常利益または経常損失 35 P

　　　  澆当期純利益又は当期純損失 35 P

　　　  潺出資総額及び出資総口数 35 P

　　　  潸純資産額 35 P

　　　  澁総資産額 35 P

　　　  澀預金積金残高 35 P

　　　  潯貸出金残高 35 P

　　　  潛有価証券残高 35 P

　　　  濳単体自己資本比率 35 P

　　　  潭出資に対する配当金 35 P

　　　  澂職員数 35 P

　（3）直近の2事業年度における事業の状況を示す指標として次に掲げる事項

　　　  漓主要な業務の状況を示す指標

　　　　  ア．業務粗利益及び業務粗利益率 36 P

　　　　  イ．資金運用収支、役務取引等収支及びその他業務収支 36 P

　　　　  ウ．資金運用勘定並びに資金調達勘定の平均残高、

　　　　　　  利息、利回り及び資金利ざや 36 P

　　　　  エ．受取利息及び支払利息の増減 37 P

　　　　  オ．総資産経常利益率 35 P

　　　　  カ．総資産当期純利益率 35 P

　　　  滷預金に関する指標

　　　　  ア．流動性預金、定期性預金、譲渡性預金その他の預金の平均残高  38 P

　　　　  イ．固定金利定期預金、変動金利定期預金及び

　　　　　　  その他の区分ごとの定期預金の残高 38 P

　　　  澆貸出金等に関する指標

　　　　  ア．手形貸付、証書貸付、当座貸越及び割引手形の平均残高 39 P

　　　　  イ．固定金利及び変動金利の区分ごとの貸出金の残高 39 P

　　　　  ウ．担保の種類別の貸出金残高及び債務保証見返額 40・44 P

　　　　  エ．使途別の貸出金残高 40 P

　　　　  オ．業種別の貸出金残高及び貸出金の総額に占める割合 39 P

　　　　  カ．預貸率の期末値及び期中平均値 35 P

　　　  潺有価証券に関する指標

　　　　  ア．商品有価証券の種類別の平均残高 42 P

　　　　  イ．有価証券の種類別の残存期間別の残高 42 P

　　　　  ウ．有価証券の種類別の平均残高 42 P

　　　　  エ．預証率の期末値及び期中平均値 35 P

4 金庫の事業の運営に関する事項

　（1）リスク管理の体制 17 P

　（2）法令遵守の体制 19 P

　（3）中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取り組みの状況 7～12 P

　（4）金融ADR制度への対応 20 P

5 金庫の直近の2事業年度における財産の状況に関する事項

　（1）貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書又は

　　　  損失金処理計算書 31～34 P

　（2）貸出金のうち次に掲げるものの額及びその合計額

　　　  漓破綻先債権に該当する貸出金   41 P
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　　　  滷延滞債権に該当する貸出金 41 P

　　　  澆3カ月以上延滞債権に該当する貸出金 41 P

　　　  潺貸出条件緩和債権に該当する貸出金 41 P

　（3）自己資本の充実の状況について金融庁長官が別に定める事項 47～60 P

　（4）次に掲げるものに関する取得価額又は契約価額、時価及び評価損益

　　　  漓有価証券 43 P

　　　  滷金銭の信託 44 P

　　　  澆規則第102条第1項第5号に掲げる取引 44 P

　（5）貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額 40 P

　（6）貸出金償却の額 40 P

　（7）金庫が信用金庫法第38条の2第3項の規定に基づき貸借対照表、

　　　  損益計算書及び剰余金処分計算書又は損失金処理計算書について

　　　  会計監査人の監査を受けている場合にはその旨 32 P

6 報酬等に関する事項であって、金庫の業務の運営又は財産の状況に

　重要な影響を与えるものとして金融庁長官が別に定めるもの 　37 P

1 資産査定の公表 41 P

金融機能の再生のための緊急措置に関する法律で定められた開示項目
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　平素は、私ども水戸信用金庫に格別のご愛顧を賜り、
心より厚く御礼申し上げます。
　本年もディスクロージャー誌「水戸信用金庫レポート
2018」を作成いたしました。本誌では、私どもの取り組
み、サービスの内容、最近の業績等を掲載しております。
ぜひご高覧いただき、当金庫に対するご理解を深めてい
ただければ幸甚に存じます。

●平成29年度の経済環境
　平成29年度の日本経済は、海外経済の緩やかな成長
を背景とした企業収益の改善やアベノミクスの推進によ
る雇用・所得環境の改善により、緩やかに回復していま
す。金融面においては、日本銀行が2%の物価安定目標
の達成に向け「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
を推進したことから、短期・長期の実質金利はマイナスで
推移しました。
　当金庫の主な営業エリアである茨城県の経済は、海
外経済の緩やかな成長を背景として、輸出を起点とする
製造業の企業収益の改善により、緩やかに回復していま
す。また、先行きについても、製造業の改善が非製造業
へと波及し、一段と拡大していくことが期待されます。
　お取引先のお客さまにおいても、製造業を中心に業況

ごあいさつ

に改善の兆しが見られるものの、全体として景気回復の
実感を得るには至っておらず、経済情勢を見極める動き
が続いております。

●平成29年度の業績
　「中期経営計画2019」の初年度に当たる平成29年度
は、目指すべき金庫像として「お客さまと共に考え、共に
行動し、共に成長することにより、お客さまと喜びを分か
ち合い、お客さまから揺るぎない信頼と支持を得る。」を
掲げ、お客さまとの面談機会の増加、きめ細やかなサー
ビスの提供に努めてまいりました。
　その結果、おかげさまをもちまして、業績は堅調に推移
し、経常利益22億円、当期純利益7億円を計上すること
ができました。これもひとえに皆さまのお力添えの賜物と
深く感謝しております。

●事業の展望
　平成30年度は「中期経営計画2019」の2年目にあた
り、その達成に向けて足場を固める重要な1年になりま
す。昨年に引き続きお客さまとの面談機会の増加に努め
るとともに、お客さまの利便性、満足度の向上に向けた商
品・サービスの提供、経営効率化に向けたローコストオペ
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〒310-0803  茨城県水戸市城南2-2-21
TEL 029-222-3311（大代表）
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